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V317a X 線偏光観測衛星 IXPE 搭載 X 線望遠鏡用受動型熱制御素子サーマルシール
ドの開発 (6)
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NASA/MSFC が主導する X 線偏光観測衛星 IXPE は、2021 年に打ち上げが予定されている。我々は IXPE
搭載 X 線望遠鏡の軌道上での温度環境維持のため、あすか, すざく, ひとみ衛星と同タイプの受動型熱制御素子で
あるサーマルシールドを開発している。サーマルシールドの実体は、シールド本体のアルミ薄膜付きプラスチッ
クフィルム、フィルムを支持するための金属メッシュおよび機械強度部材である金属枠からなる。IXPE ではそ
の観測エネルギー帯や打ち上げ時の空力加熱等を考慮し、初の国内産ポリイミドフィルムを使用する。これまで
我々はエンジニアリングモデル (EM)の設計・製作・評価工程の確立までを終え、2018 年 5 月に NASA/MSFC
に納品した (三石他, 二村他, 日本天文学会 2017 年秋季年会, 2018 年春・秋季年会)。
フライトモデル (FM) では、EM よりも音響振動耐性を向上させるため、金属メッシュの動径方向の梁の本数

を増やし、周方向の梁も新たに追加した。新デザインに対し音響試験を行い、認定試験レベルに相当する 132 dB
に対して、126 dB を 60 秒、129 dB を 60 秒、132 dB を 75 秒加音した。その結果、金属メッシュの破損や
フィルムとメッシュの剥離などは見られなかった。また原子状酸素への耐性評価の追加検証も行った。1021 atoms
cm−2 のフラックスではフィルムが侵食されることで生じる熱光学特性の劣化やピンホール面積の有意な増加は
見られなかったが (清水他,三石他, 日本天文学会 2019 年春・秋季年会)、今回さらに照射量を増やして検証を行っ
た結果を報告する。本講演では FM品の開発の現状についても報告する。


